
時
評

「
年
代
」を
捉
え
る
こ
と
服
部
崇

　

私
の
大
学
時
代
の
恩
師
・
佐
藤
良
明
は
著
書
『
ラ
バ
ー
ソ
ウ
ル
の
弾

み
か
た
―
ビ
ー
ト
ル
ズ
か
ら
《
時
》
の
サ
イ
エ
ン
ス
へ
』（
岩
波
書
店
、

一
九
八
九
）
で
六
〇
年
代
に
関
す
る
「
時
代
研
究
」
を
試
み
た
。
執
筆
当

時
は
八
〇
年
代
で
あ
っ
た
の
で
、
六
〇
年
代
が
八
〇
年
代
に
ど
の
よ
う
に

つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
を
示
そ
う
と
し
た
。
〇
〇
年
代
を
捉
え
よ
う
と
す

る
際
に
は
そ
の
前
の
あ
る
い
は
そ
の
後
の
年
代
と
の
連
続
点
と
相
違
点
を

見
極
め
る
必
要
が
あ
る
よ
う
だ
。
例
え
ば
、
同
書
は
、
一
九
五
五
年
の
ア

レ
ン
・
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
の
「
吠
え
る
」、い
わ
ゆ
る
ビ
ー
ト
・
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
言
及
し
て
い
る
（
二
六
八
頁
）。
ま
た
、
八
〇
年
代
の
終
わ
り
に
あ
っ

て
同
書
は
「
ド
ラ
ッ
グ
を
合
法
化
せ
よ
と
い
う
声
も
、《
70
年
代
》
に
比
べ

る
と
、
ま
っ
た
く
冷
え
て
し
ま
っ
て
い
る
」（
五
六
頁
）
と
嘆
い
て
い
た
。

　

吉
川
宏
志
に
よ
る
「
１
９
７
０
年
代
短
歌
史
」
の
連
載
が
「
短
歌
研
究
」

誌
上
で
二
〇
二
一
年
六
月
号
よ
り
始
ま
っ
て
い
る
。
吉
川
は
七
〇
年
代
の

短
歌
史
を
書
く
理
由
を
「
当
時
の
歌
集
に
深
い
愛
着
を
感
じ
る
か
ら
」
と

す
る
と
と
も
に
、「
五
〇
年
の
月
日
が
過
ぎ
た
今
、
短
歌
史
を
書
く
時
機
は

熟
し
た
の
で
は
な
い
か
」
と
書
い
て
い
る
（
一
〇
四
頁
）。「
七
〇
年
代
を

代
表
す
る
歌
集
の
中
か
ら
、
特
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
歌
」
を
二
十
首
挙

げ
て
、
七
〇
年
代
の
歌
の
特
長
を
「
歌
の
言
葉
の
や
わ
ら
か
さ
や
伸
び
や

か
さ
」（
一
〇
五
頁
）
に
求
め
て
い
る
。
吉
川
が
挙
げ
て
い
る
歌
の
中
か
ら

（
勝
手
な
が
ら
）「
心
の
花
」
の
歌
人
の
歌
を
再
掲
す
る
。

・
サ
ン
ド
・
バ
ッ
グ
に
力
は
す
べ
て
た
た
き
つ
け
疲
れ
た
り
明
日
の
た
め

　

に
眠
ら
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

佐
佐
木
幸
綱
『
群
黎
』

・
水
中
の
よ
う
に
ま
な
こ
は
瞑つ

む

り
た
り
ひ
か
る
ま
ひ
る
の
あ
ら
わ
と
な
れ

　

ば　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

伊
藤
一
彦
『
瞑
鳥
記
』

・
荒
れ
あ
れ
て
雪
積
む
夜
も
を
さ
な
児
を
か
き
抱
き
わ
が
け
も
の
の
眠
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

石
川
不
二
子
『
牧
歌
』

　

吉
川
が
こ
こ
で
言
う
七
〇
年
代
の
歌
の
特
長
は
、
七
〇
年
代
以
前
の
歌

と
の
比
較
で
あ
る
。
八
〇
年
代
以
降
の
歌
は
さ
ら
に
や
わ
ら
か
く
伸
び
や

か
に
な
っ
て
い
く
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

本
時
評
欄
を
執
筆
し
て
い
る
現
在
、
七
月
号
か
ら
八
月
号
ま
で
し
か
発

売
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
号
で
は
七
〇
年
代
の
短
歌
史
の
前
史
と
し

て
六
〇
年
代
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
七
月
号
は
「
前
史
（
１
）〈
前
衛
狩

り
〉
と
は
何
だ
っ
た
の
か　

1964

～1965

年
」、八
月
号
は
「
前
史
（
２
）

前
衛
短
歌
批
判
と
大
学
闘
争　

1964

～1966

年
」
と
題
さ
れ
て
い
る
。

・
鯖
の
ご
と
く
カ
ブ
ト
光
れ
り　

わ
れ
叛
逆
す
ゆ
え
に
わ
れ
あ
れ

・

存レ
ー
ゾ
ン
 
デ
ー
ト
ル

在
理
由

　
　
　
　
　
　
　
　

	  　

福
島
泰
樹
『
バ
リ
ケ
ー
ド
・
一
九
六
六
年
二
月
』

　

八
月
号
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
の
一
首
に
つ
い
て
、「
危
う
い
世
界
と

対
立
す
る
こ
と
に
よ
り
〈
我
〉
が
生
じ
て
く
る
と
い
う
感
覚
を
、
前
衛
短

歌
の
文
体
を
発
展
さ
せ
な
が
ら
、
鮮
や
か
に
表
現
し
て
い
る
」（
二
三
一

頁
）
と
吉
川
が
書
い
て
い
て
、
納
得
さ
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
六
〇
年
代

と
七
〇
年
代
の
連
続
点
と
相
違
点
を
考
え
さ
せ
る
良
い
指
摘
だ
と
思
っ
た
。

　

こ
の
連
載
を
終
え
る
こ
ろ
に
は
七
〇
年
代
と
八
〇
年
代
の
連
続
点
と
相

違
点
を
考
え
さ
せ
る
論
を
展
開
し
て
ほ
し
い
。
要
す
れ
ば
、「
１
９
７
０
年

代
短
歌
史
」
は
ゆ
っ
く
り
じ
っ
く
り
な
が
く
連
載
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う

リ
ク
エ
ス
ト
で
あ
る
。
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